
八
峰
町
小
・
中
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下

八
峰
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
は
、
委
員
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
大
切
に
し
、
よ

り
効
果
的
な
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
委

員
の
皆
さ
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
の
情
報

を
で
き
る
だ
け
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
い
く

つ
か
デ
ー
タ
を
紹
介
し
ま
す
。

中
央
教
育
審
議
会
（
Ｈ
27
・

12
）
で
「
全
て
の
公
立
学
校

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
が
積
極
的
に
設

置
の
推
進
に
努
め
て
い
く
よ

う
な
制
度
的
位
置
づ
け
の
見

直
し
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」

旨
が
提
言
さ
れ
、
Ｈ
28
・
４

現
在
、
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
指
定
状
況
は
、

小
学
校
１
８
１
９
校
、
中
学

校
８
３
５
校
で
、
秋
田
県
で

は
小
学
校
27
校
、
中
学
校
15

校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
男

鹿
市
と
由
利
本
荘
市
は
全
小

中
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

研
究
指
定
で
実
施
し
た
学

校
の
実
践
も
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
ま
す
。
左
の
グ
ラ
フ
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査

研
究
協
力
者
会
議
報
告
」
の

資
料
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

法
に
示
さ
れ
た
学
校
運
営

協
議
会
の
役
割
は
、
学
校
運

営
の
基
本
方
針
等
の
承
認
、

教
育
委
員
会
や
学
校
へ
の
意

見
な
ど
で
す
が
、
そ
の
ほ
か

に
も
、
学
校
評
価
や
学
校
支

援
活
動
、
学
校
支
援
に
必
要

な
地
域
人
材
の
発
掘
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
指
定
校
が
感
じ
た

成
果
と
し
て
「
学
校
と
地
域

が
情
報
を
共
有
」
「
地
域
が

学
校
に
協
力
的
」
「
地
域
と

連
携
し
た
組
織
的
な
取
組
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
峰
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
も
、
ど
ん
な
取
組

に
よ
り
、
ど
ん
な
成
果
が
上

げ
ら
れ
る
か
、
探
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

持続可能な地域づくりに貢献する学校運営協議会～八峰町の未来を切り拓いていく人材の育成の一助となるために～
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八
峰
Ｃ
Ｓ
通
信

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
の
全
国
的
な
傾
向

避
難
訓
練
で
保
護
者
に
児
童
を

引
き
渡
し
（
八
森
小
）

地
域
の
方
の
声
援
を
受
け
鼓
笛

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
（
峰
浜
小
）


